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第
2
回
定
例
会
を
6
月
13
日
と
23
日
に
開
催
し
、
令
和
7
年
度
補
正
予
算
、
条
例
改
正
な
ど
を
審
議
し
す
べ
て
可
決
。

議
員
提
案
の
意
見
書
は
3
件
と
も
に
否
決
し
ま
し
た
。
13
日
の
専
決
処
分
を
求
め
る
承
認
6
件
は
す
べ
て
承
認
。

◎一般会計補正予算� 3,120万円
◎国民健康保険特別会計補正予算� 107万円
◎介護保険特別会計補正予算� 1,451万円

問
　

撰
原
下
島
拡
幅
道
路
工
事
の

進
捗
状
態
は
。

答
　

現
場
の
測
量
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

基
礎
設
計
と
用
地
に
つ
い
て
も
進
め
て

い
き
た
い
。

問
　

物
価
高
騰
対
策
で
地
域
ポ
イ

ン
ト
使
用
に
よ
る
途
切
れ
な
い
対
策
は
。

答
　

1
6
4
3
世
帯
、
3
0
0
0
円
、
約

5
0
0
万
円
を
計
上
。

問
　

在
宅
介
護
支
援
費
の
関
係
で

ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
補
助

金
が
引
き
上
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
が
内

容
は
。

答
　

訪
問
介
護
ヘ
ル
パ
ー
事
業
は
社
協
で

行
っ
て
お
り
、
介
護
報
酬
等
の
改
定
に

よ
り
、
経
営
が
苦
し
い
と
い
う
こ
と
で
、

今
回
1
8
6
万
円
補
助
金
を
計
上
。

問
　

今
回
、
直
営
で
さ
れ
て
き
た

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
業
務
を
社

会
福
祉
協
議
会
へ
委
託
さ
れ
る
こ
と
で
、

職
員
の
処
遇
、
業
務
内
容
を
ど
の
よ
う

に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答
　

今
ま
で
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
資
格

者
の
確
保
、
経
験
豊
富
な
主
任
ケ
ア
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
採
用
等
、
社
協
と
タ
ッ

グ
を
組
ん
で
前
進
し
て
い
き
た
い
。

問
　

子
育
て
応
援
給
付
金
事
業
で
、

地
域
ポ
イ
ン
ト
制
の
み
へ
の
移
行
だ
け

で
な
く
現
金
給
付
と
い
う
選
択
肢
は
な

い
か
。

答
　

使
い
勝
手
に
つ
い
て
は
、
も
う
一
度

調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

補
正
予
算
Ｑ
＆
Ａ

補
正
予
算
Ｑ
＆
Ａ

和束町議会だより
議会で決まったこと

物価高騰対策子育て応援給付金事業を物価高騰対策子育て応援給付金事業を
地域ポイント活用で地域ポイント活用で

令和７年度令和７年度
補正予算補正予算

社会福祉協議会
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条
例
の
改
正

和
束
町
税
条
例
（
専
決
）

○�

軽
自
動
車
税
、
排
気
量
1‌

2�

5
㏄
以
下
最
大
出
力
4
キ
ロ

ワ
ッ
ト
以
下
に
制
御
し
た
バ

イ
ク
に
係
る
軽
自
動
車
税
種

別
割
の
税
率
を
年
額
2

�
0
�0�

0
円
を
新
設
。
マ
イ
ナ
免
許

証
運
用
開
始
に
伴
い
、
身
体

障
が
い
者
等
種
別
割
の
減
免

申
請
時
の
提
示
物
を
マ
イ
ナ

免
許
証
も
可
能
と
す
る
。

専
決
（
専
決
処
分
）
と
は
…

　

議
会
が
議
決
ま
た
は
決
定
す
べ
き

事
件
に
つ
い
て
、
首
長
が
議
会
に
代

わ
っ
て
こ
れ
を
処
分
す
る
こ
と
。

　

特
に
緊
急
を
要
す
る
た
め
議
会
を

招
集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
こ
と

が
明
ら
か
で
あ
る
と
認
め
る
と
き
な

ど
法
定
事
由
に
該
当
す
る
場
合
（
地

方
自
治
法
第
1
7
9
条
）
な
ど
に
認

め
ら
れ
る
。

　

専
決
処
分
後
、
普
通
地
方
公
共
団

体
の
長
は
、
次
の
会
議
で
こ
れ
を
議

会
に
報
告
し
、
そ
の
承
認
を
求
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

和
束
町
老
人
医
療
費
の
支

給
に
関
す
る
条
例

○�

令
和
6
年
分
に
お
け
る
所
得

税
の
特
別
控
除
に
よ
っ
て
、

所
得
税
が
課
さ
れ
な
か
っ
た

者
を
対
象
外
と
す
る
。

和
束
町
投
票
管
理
者
等
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関

す
る
条
例

○�

選
挙
長
、
投
票
管
理
者
、
投

票
立
会
人
等
の
報
酬
の
基
準

単
価
が
見
直
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
所
要
の
改
正
。

　

投
票
所
の
投
票
管
理
者

　
　
　

1
万
2
8
0
0
円

　
　
　
　
　

↓

　
　
　

1
万
4
5
0
0
円

　

開
票
管
理
者
・
選
挙
長

　
　
　
　

1
万
8
0
0
円

　
　
　
　
　

↓

　
　
　

1
万
2
2
0
0
円

　

投
票
所
の
投
票
立
会
人

　
　
　
　

1
万
9
0
0
円

　
　
　
　
　

↓

　
　
　

1
万
2
4
0
0
円

　

開
票
立
会
人
・
選
挙
立
会
人

　
　
　
　
　

8
9
0
0
円

　
　
　
　
　

↓

　
　
　
　

1
万
1
0
0
円

　

期
日
前
投
票
所
の

　
　
　
　
　

投
票
管
理
者

　
　
　

1
万
1
3
0
0
円

　
　
　
　
　

↓

　
　
　

1
万
2
8
0
0
円

　

期
日
前
投
票
所
の

　
　
　
　
　

投
票
立
会
人

　
　
　
　
　

9
6
0
0
円

　
　
　
　
　

↓

　
　
　
　

1
万
9
0
0
円

 

条
例
の
廃
止

和
束
町
総
合
保
健
福
祉
施

設
建
設
委
員
会
設
置
条
例

を
廃
止
す
る
条
例

○�

総
合
保
健
福
祉
施
設
が
完
成

し
た
こ
と
に
よ
り
廃
止
。

 

契
約
の
変
更

総
合
保
健
福
祉
施
設
駐
車

場
整
備
工
事
第
１
回
変
更

契
約
に
つ
い
て

○�

変
更
内
容

　

�

園
路
広
場
整
備
や
雨
水
排
水

設
備
、
植
栽
工
、
構
造
物
撤

去
工
等
の
追
加

〇
契
約
金
額

　

当
初
6
4
9
4
万
4
0
0
0
円
。

　

変
更
7
0
4
4
万
4
0
0
0
円
。

　
　

5
5
0
万
円
増
額

 

契
約
の
締
結

個
人
番
号
利
用
事
務
系
端

末
購
入
契
約
の
締
結
に
つ

い
て

　

契
約
金
額

　
　
　

6
9
6
万
9
6
5
5
円

　

契
約
相
手
方

　
　

京
都
電
子
計
算
株
式
会
社

消
防
団
小
型
動
力
ポ
ン
プ

付
軽
積
載
車
購
入
契
約
の

締
結
に
つ
い
て

　

契
約
金
額

　
　
　

7
2
1
万
6
0
0
0
円

　

契
約
相
手
方

　

�　

有
限
会
社
平
井
式
ポ
ン
プ

工
業

防
災
行
政
無
線
（
同
報
系
）

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

契
約
金
額

　
　
　

2
億
2
2
2
0
万
円

　

契
約
相
手
方

　
　

沖
電
気
工
業
株
式
会
社

和束町議会だより
議会で決まったこと・条例改正等

期日前投票

消防団小型動力
ポンプ付軽積載車

新駐車場
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意
見
書
の
提
案
と
採
決
結
果

　

６
月
定
例
会
に
次
の
と
お
り
意
見
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

①
消
費
税
減
税
の
実
施
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

岡
本
正
意　

議
員　

�

賛
成
者　
　

1
人　

�

反
対
者　
　

5
人　

②�

訪
問
介
護
報
酬
引
き
下
げ
撤
回
な
ど
安
心
で
き
る
介
護
制
度
を

求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

岡
本
正
意　

議
員　

�

賛
成
者　
　

2
人　

�

反
対
者　
　

4
人　

③�

コ
メ
不
足
と
米
価
高
騰
問
題
の
抜
本
的
対
策
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　

岡
本
正
意　

議
員　

�

賛
成
者　
　

1
人　

�

反
対
者　
　

5
人　

　永年にわたり、小学校教師や民生委員・児童委員として地域に貢献してこられた

西
にし

田
だ

　ひろ子
こ

氏（白栖）

否 

決
否 

決
否 

決

人権擁護委員の推薦に同意

各議員の賛否 令和７年第２回定例会（６月）に提出された議案のうち賛否がわかれたもの

会
議
区
分

議案名
審
議
結
果

議員名

岡
田
　
勇

宗
　
健
司

山
本
達
也

髙
山
豊
彦

村
山
一
彦

井
上
武
津
男

岡
本
正
意

吉
田
哲
也

小
西
　
啓

畑
　
武
志

本 消費税減税の実施を求める意見書 否決 欠 × 欠 × × × ○ × 欠 −

本 訪問介護報酬引き下げ撤回など安心できる介護制度を求める意
見書

否決 欠 × 欠 × × ○ ○ × 欠 −

本 コメ不足と米価高騰問題の抜本的対策を求める意見書 否決 欠 × 欠 × × × ○ × 欠 −

※会議区分　本は本会議　委は予算特別委員会　○は賛成　×は反対　欠は欠席　－は採決に加わらない。
　畑　武志議長は本議会の採決に加わらない。但し、賛成、反対同数の場合は裁決する。

和束町議会だより
意見書、議員賛否
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和束町議会だより
一般質問

６月13日に行った一般質問には、２人の議員が質問に立６月13日に行った一般質問には、２人の議員が質問に立
ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。
各議員の質問項目を紹介します。各議員の質問項目を紹介します。

　一般質問は、町の行財政全般にわたる議員主導による政策論議です。
　質問時間は答弁を含め１時間以内で、時間内に何度でも質問できます。記事は質問順で、
内容は本人から提出された要約原稿です。
　詳細は、後日ホームページに掲載する議事録と和束町チャンネルでご確認ください。

一 般
質 問

町政を問う！町政を問う！
� 提案する！� 提案する！

①髙山豊彦議員（₆ページ）
１．鷲峰山トンネル開通に伴う住民生活の変化に対する対応は
２．健康福祉交流センターの利用状況は
３．組織運営について、機構改革や人事異動の結果、住民サービスなど業務

への影響は

②岡本正意議員（₇ページ）
１．安心して利用できる健康福祉交流センターに
２．子育て、支援施策の充実を
３．町独自の物価高騰対策強化を
４．地域のカーブミラーのメンテナンスは
５．今後のごみ処理クリーンセンターの方向性は
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問
　

ト
ン
ネ
ル
開
通
に
伴

う
住
民
生
活
の
変
化
に
対
す
る

対
応
は
。

答
　

町
長

　

宇
治
方
面
へ
の
通
学
や
総
合

医
療
機
関
な
ど
、
公
共
交
通
の

複
合
的
な
利
活
用
を
視
野
に
入

れ
な
が
ら
、
ト
ン
ネ
ル
効
果
を

生
か
せ
る
取
り
組
み
を
加
速
さ

せ
た
い
。

問
　

来
訪
者
の
受
入
れ
施

設
等
雇
用
に
つ
な
が
る
取
り
組

み
は
。

答
　

町
長

　

茶
業
関
係
企
業
誘
致
な
ど
積

極
的
な
協
議
を
進
め
て
い
る
。 

答
　

ま
ち
づ
く
り
応
援
課
長

　

3
月
か
ら
５
月
ま
で
の
グ
リ

ン
テ
ィ
和
束
周
辺
施
設
へ
の
観   

光
客
は
前
年
比
で
7
％
増
加
し

て
い
る
。
茶
源
郷
オ
ー
プ
ン
エ

ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
は
3
月 

に
提
出
さ
れ
た
実
施
計
画
を
精

査
し
民
間
の
事
業
で
取
り
組
ん

で
い
た
だ
く
方
向
で
検
討
し
て

い
る
。

問
　

府
道
宇
治
木
屋
線
の

別
所
地
内
で
開
発
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
目
的
は
。

答
　

町
長

　

宇
治
市
内
の
茶
業
関
係
業
者

が
工
場
の
進
出
を
計
画
さ
れ
て

い
る
。

問
　

沿
道
型
サ
ー
ビ
ス
エ

リ
ア
の
計
画
を
進
め
る
に
は
周

辺
の
土
地
利
用
を
可
能
と
す
る

農
振
地
の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

答
　

町
長

　

オ
ー
プ
ン
エ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
計
画
を
進
め
る
中
で
、
既
存

の
施
設
プ
ラ
ス
新
た
な
施
設
を

マ
ッ
チ
ン
グ
で
き
る
形
で
取
り

組
み
た
い
。
農
地
は
、
担
い
手

不
足
で
農
業
経
営
の
考
え
方
も

変
わ
っ
て
き
て
お
り
若
干
の
見

直
し
を
考
え
た
い
。

問
　

府
道
木
津
信
楽
線
の

交
通
安
全
対
策
は
。

答
　

建
設
農
政
課
長

　

木
津
警
察
署
・
山
城
南
土
木

事
務
所
・
町
総
務
課
で
協
議
し

関
係
業
者
へ
の
注
意
喚
起
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

注
意
喚
起
や
警
告
な
ど
の
道
路

標
示
の
新
規
設
置
に
つ
い
て
も

要
望
し
て
い
る
。

問
　

府
道
木
津
信
楽
線
の

ゴ
ミ
が
目
立
つ
が
対
策
は
。

答
　

建
設
農
政
課
長

　

会
計
年
度
任
用
職
員
が
週
3

回
パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
回
収
し

て
い
る
が
、
府
と
も
連
携
し
対

策
を
検
討
し
た
い
。

健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
の

利
用
状
況
を
問
う

問
　

国
保
診
療
所
や
多
目

的
ホ
ー
ル
の
利
用
状
況
は
。

答
　

町
長

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
事

業
を
は
じ
め
サ
ー
ク
ル
活
動
や

各
種
会
議
の
利
用
が
あ
り
、
町

内
外
の
団
体
な
ど
に
積
極
的
に

呼
び
か
け
利
用
促
進
を
図
っ
て

い
る
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

5
月
ま
で
、
多
目
的
ホ
ー
ル

40
日
、
和
室
2
日
、
会
議
研
修

室
2
日
、
利
用
団
体
数
10
団
体
、

利
用
者
数
1
0
7
3
名
、
料
金

収
入
21
万
7
7
0
0
円
で
、
国

保
診
療
所
の
診
察
は
週
5
日
で

受
診
患
者
数
1
2
8
9
名
う
ち

理
学
療
法
利
用
者
数
4
5
4
名

と
な
っ
て
い
る
。

問
　

施
設
を
利
用
し
や
す

く
す
る
た
め
に
町
内
の
各
種
団

体
の
使
用
料
を
減
免
す
る
考
え

は
。答

　

町
長

　

現
段
階
で
減
免
は
考
え
て
い

な
い
。
今
後
利
用
さ
れ
る
方
々

で
協
議
会
を
つ
く
り
検
討
い
た

だ
け
る
機
会
も
出
て
く
る
と
思

っ
て
い
る
。

役
場
の
組
織
運
営
を
問
う

問
　

４
月
の
機
構
改
革
や

人
事
異
動
に
伴
う
住
民
サ
ー
ビ

ス
な
ど
業
務
へ
の
影
響
は
。

答
　

町
長

　

職
員
間
の
協
力
に
よ
り
停
滞

も
な
く
業
務
が
進
ん
で
い
る
。

問
　

住
民
が
安
心
し
て
行

政
手
続
き
や
相
談
が
で
き
る
体

制
を
。

答
　

町
長

　

職
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

上
げ
ら
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い

き
た
い
。

和束町議会だより
一般質問

土地利用を可能とする農振地の見直しは。

農村風景・農地景観を残しながら
若干の見直しを考えたい。 町長

髙
た か

山
や ま

 豊
と よ

彦
ひ こ

 議員
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問
　

施
設
使
用
料
の
減
免

対
象
の
拡
充
を
。

答
　

町
長

　

広
く
公
平
に
利
用
い
た
だ
く

た
め
応
分
の
負
担
が
必
要
。

問
　

町
長
の
判
断
で
減
免

で
き
る
規
定
が
あ
る
。

答
　

町
長

　

検
討
の
余
地
は
残
し
て
い
る
。

問
　

広
く
気
軽
に
使
用
で

き
る
減
免
は
必
要
。

答
　

町
長

　

公
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
予

算
を
組
ん
で
い
る
。

問
　

そ
れ
は
事
実
に
反
す

る
。
社
協
等
の
団
体
で
も
負
担

し
て
い
る
。
近
隣
の
施
設
も
参

考
に
減
免
規
定
の
整
備
を
。

答
　

町
長

　

以
前
の
施
設
使
用
の
あ
り
方

等
を
整
理
し
た
い
。

問
　

緊
急
時
の
避
難
方
法

の
改
善
、
訓
練
実
施
を
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

2
階
か
ら
の
避
難
は
3
方
向

か
ら
可
能
。
訓
練
は
今
後
の
検

討
課
題
。

問
　

避
難
用
シ
ュ
ー
タ
ー

等
の
検
討
を
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

今
回
は
避
難
梯
子
を
採
用
。

問
　

点
字
表
記
や
案
内
表

示
な
ど
改
善
を
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

現
時
点
で
は
支
障
は
無
い
が

運
用
し
な
が
ら
検
討
す
る
。

遊
び
場
、
応
援
給
付
金
・
・

ど
う
改
善
？

問
　
「
遊
び
場
が
な
い
」
の

声
に
ど
う
応
え
る
？

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
南

側
の
遊
具
、
整
備
中
の
公
園
等

の
利
用
を
。

問
　

当
事
者
か
ら
ア
イ
デ

ア
を
聴
き
検
討
す
る
場
を
設
け

た
ら
ど
う
か
。

答
　

町
長

　

大
賛
成
で
す
。
機
会
が
あ
れ

ば
参
加
し
た
い
。

問
　

ポ
イ
ン
ト
制
に
し
た

子
育
て
応
援
給
付
金
は
現
金
給

付
に
見
直
し
を
。

答
　

保
健
福
祉
課
長

　

地
域
経
済
を
回
す
考
え
の
下
、

生
活
費
全
般
で
見
て
ほ
し
い
。

問
　

当
事
者
が
自
由
に
使

え
る
環
境
は
。「
期
日
を
超
え

た
ら
没
収
」
は
問
題
。
せ
め
て

現
金
か
ポ
イ
ン
ト
を
選
べ
る
よ

う
に
す
べ
き
。

答
　

町
長

　

何
が
買
え
る
か
を
言
い
出
す

と
キ
リ
が
な
い
。
期
限
に
つ
い

て
は
改
善
の
余
地
は
あ
る
。

町
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
を

問
　

水
道
基
本
料
金
の
免

除
、
汲
み
取
り
料
金
値
上
げ
へ

の
補
填
を
。
社
協
実
施
の
食
糧

支
援
事
業
へ
の
支
援
を
。

答
　

町
長

　

対
策
は
国
の
交
付
金
を
活
用

し
取
り
組
む
。
料
金
等
は
応
分

の
負
担
を
お
願
い
す
る
。

地
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
は

問
　

ミ
ラ
ー
の
現
状
把
握

は
。
補
修
箇
所
は
迅
速
に
対
応

を
。答

　

総
務
課
長

　

年
1
回
区
に
照
会
し
要
望
に

応
じ
て
対
応
。

問
　

曇
り
や
凍
結
防
止
対

策
の
現
状
は
。

答
　

総
務
課
長

　

防
止
ス
プ
レ
ー
の
吹
き
つ
け
、

更
新
時
の
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
設

置
。

今
後
の
ご
み
処
理
、
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
の
方
向
性
は

問
　

ご
み
処
理
を
三
重
県

の
業
者
に
委
託
し
て
い
る
が
、

今
後
の
方
向
は
。

答
　

町
長

　

京
都
府
の
指
導
を
う
け
な
が

ら
相
楽
東
部
広
域
連
合
と
し
て

検
討
す
る
。

問
　

具
体
的
に
い
つ
ま
で

に
方
向
性
を
示
す
の
か
。

答
　

町
長

　

ま
だ
白
紙
状
態
。
早
急
に
府

と
も
協
議
し
た
い
。

問
　

地
盤
崩
壊
を
起
こ
し

た
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
現
状

と
対
策
は
。

答
　

町
長

　

定
点
観
測
を
行
い
、
調
査
を

踏
ま
え
対
策
を
検
討
。

問
　

地
盤
崩
壊
の
原
因
究

明
、
責
任
の
明
確
化
は
。

答
　

町
長

　

原
因
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

究
明
の
上
、
対
策
を
検
討
。

和束町議会だより
一般質問

使用料減免、安全な避難、案内表示・・安心で使
いやすい健康福祉交流センターに。

使用者の応分の負担は
公平な利用にとって必要。町長

岡
お か

本
も と

 正
し ょ う

意
い

 議員
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５
月
29
日
令
和
６
年
度
の
主

要
事
業
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て

事
務
調
査
を
行
っ
た
。

総
務
課

○�

住
民
生
活
や
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
を
目
指
し
、
町
の
身

近
な
情
報
を
提
供
す
る
茶
源

郷
情
報
配
信
シ
ス
テ
ム
管
理

事
業
に
1
1
1
8
万
円
。

○�

町
制
施
行
70
周
年
記
念
式
典

及
び
健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ

ー
竣
工
式
記
念
事
業
に
1‌

6�

8
万
円
。

○�

交
通
安
全
対
策
事
業
と
し
て

住
民
の
安
全
確
保
の
た
め
、

見
通
し
の
悪
い
交
差
点
等
に

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
13
ヶ
所
、
防

犯
灯
7
ヶ
所
設
置
に
89
万
円
。

○�

大
学
生
等
奨
学
金
給
付
事
業

は
、
令
和
6
年
度
支
給
実
績

と
し
て
私
立
大
学
生
4
名
が

申
請
、
48
万
円
。

税
住
民
課

○�

令
和
6
年
度
の
町
税
全
体
の

現
年
度
分
の
調
定
額
は
前
年

度
よ
り
4.5
％
減
の
3
億
5‌

3�

9‌
6
万
円
。

○�

町
民
税
個
人
分
は
、
1

�
5
�2�

万
1
0
0
0
円
の
減
。
法
人

分
は
、
1
0
6
9
万
円
の
減
。

固
定
資
産
税
は
４
３
５
万
4

0
0
0
円
の
減
。
軽
自
動
車

税
は
53
万
円
の
増
。
た
ば
こ

税
は
60
万
4
0
0
0
円
の
減
。

保
健
福
祉
課

○�

新
生
児
を
育
て
る
子
育
て
世

帯
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
の
子
育
て
応
援
給
付

金
事
業
は
、
新
生
児
一
人
当

た
り
20
万
円
、
4
人
に
給
付
。

○�

総
合
保
健
福
祉
施
設
整
備
事

業
は
、
明
許
繰
越
費
を
含
み
、

11
億
4
1
0
4
万
円
。

国
保
診
療
所

○�

外
来
患
者
数
及
び
、
診
療
収

入
は
、
若
干
の
増
と
な
り
、

外
来
患
者
数
は
6
3
3
9
人
、

診
療
収
入
は
6
3
3
7
万
円
。

　

そ
の
他
、
介
護
保
険
事
業
、

和
束
保
育
園
、
人
権
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
等
事
業
の
報
告
が
あ

っ
た
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

4
月
か
ら
機
構
改
革
に
よ

り
、
新
体
制
と
な
っ
た
。
正
職

員
の
人
数
は
。

答　

80
人
。
現
状
2
～
3
人
足

り
な
い
。

問　

新
施
設
の
駐
車
場
の
目
途

は
。

答　

工
期
が
6
月
30
日
と
な
っ

て
い
た
が
、
1
ヶ
月
延
長
で
7

月
31
日
ま
で
。

問　

総
合
保
健
福
祉
施
設
の
安

全
面
や
緊
急
時
の
避
難
の
想
定

は
。
ま
た
避
難
訓
練
の
実
施
は
。

答　

1
階
は
窓
か
ら
避
難
。
調

理
室
は
す
ぐ
に
外
に
逃
げ
ら
れ

る
。
内
装
制
限
を
か
け
て
い
る

の
で
火
事
が
大
き
く
広
が
る
前

に
避
難
で
き
る
。
訓
練
は
未
実

施
だ
が
、
早
い
段
階
で
行
う
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

交
付
枚
数
は
。

答　

人
口
3
4
9
9
人
に
対
し

て
、
交
付
枚
数
2
9
6
2
枚
。

�

（
Ｒ
7
・
3
・
31
現
在
。）

　

日
時　

6
月
5
日
午
前
10
時
7
分
～

　

内
容

　

・�

議
長
に
木
津
川
市
の
柴
田
は
す
み
議
員
を
、
副
議

長
に
南
山
城
村
の
奥
森
由
治
議
員
を
選
任
。

　

・�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
賞
じ
ゅ
つ
議
員
等
審
査

委
員
に
西
昭
夫
議
員
、
奥
森
由
治
副
議
長
、
畑
武

志
議
員
、
柴
田
は
す
み
議
長
が
選
任
。

　

・�

相
楽
中
部
消
防
組
合
表
彰
審
査
委
員
に
和
束
町
の

山
本
達
也
議
員
、
木
津
川
市
の
山
崎
光
祐
議
員
、

山
本
し
の
ぶ
議
員
が
選
任
。

　

・�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び

職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決
。

　

・�

一
般
会
計
補
正
予
算
第
2
号
（
専
決
）
歳
入
歳
出

そ
れ
ぞ
れ
3
9
5
万
5
0
0
0
円
を
追
加
、
全
員

賛
成
で
承
認
。

令
和
7
年
第
1
回

相
楽
中
部
消
防
組
合
議
会

相
楽
広
域
行
政
組
合
議
会

　

日
時　

6
月
13
日
午
後
1
時
30
分
～

　

内
容

　

・
議
長
に
精
華
町
の
岡
本
あ
つ
し
議
員
を
選
任
。

　

・
副
議
長
に
和
束
町
の
畑
武
志
議
員
を
選
任
。

　

・�

相
楽
広
域
行
政
組
合
議
会
運
営
委
員
会
委
員
に
精

華
町
議
会
の
岡
田
三
郎
議
員
、
木
津
川
市
議
会
の

柴
田
は
す
み
議
員
、
笠
置
町
議
会
の
西
昭
夫
議
員
、

南
山
城
村
議
会
の
奥
森
由
治
議
員
、
和
束
町
議
会

の
岡
本
正
意
議
員
が
選
任

　

・�

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
及
び

育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て
、
全
員
賛
成
で
可
決
。

令
和
7
年
第
1
回
臨
時
会

和束町議会だより
委員会報告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

一部事務組合議会報告

  吉田
  岡本・井上
  小西・畑
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6
月
2
日
、
産
業
常
任
委
員

会
を
開
催
し
、
各
課
の
令
和
6

年
度
事
業
の
実
績
状
況
等
に
つ

い
て
調
査
を
行
っ
た
。

　

令
和
6
年
度
決
算
見
込
み
に

つ
い
て
は
、
一
般
会
計
、
特
別

会
計
、
公
営
企
業
会
計
。
合
わ

せ
て
実
質
収
支
7
8
4
0
万
6

0
0
0
円
の
黒
字
決
算
と
の
報

告
を
受
け
る
。

ま
ち
づ
く
り
応
援
課

◯�

茶
源
郷
ま
つ
り
出
店
数
26
店

舗
で
、
来
場
者
7
0
0
0
人
。

◯�

移
住
、
定
住
促
進
事
業
で
は

空
き
家
バ
ン
ク
の
新
規
登
録

が
12
件
、
物
件
成
約
10
件
と

な
っ
た
。

◯�

文
化
庁
京
都
移
転
文
化
創
造
、

発
信
事
業
で
は
、
茶
源
郷
ま

つ
り
に
お
い
て
茶
畑
コ
ン
サ

ー
ト
を
行
い
、
3
月
に
は
宇

治
の
茶
商
等
に
よ
る
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
実
施
。

◯�

茶
源
郷
乗
合
交
通
生
活
お
届

け
事
業
で
は
、
登
録
者
数
累

計
が
3
9
6
人
と
な
り
2‌

0�

2‌

9
人
の
利
用
が
あ
っ
た
。

◯�
ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
推
進
事
業
で
は
、
8
月

に
は
国
内
最
高
峰
の
大
会
で

あ
る
C
J

－

1
大
会
を
開
催

し
2
6
8
人
の
参
加
が
あ
っ

た
。

建
設
農
政
課

◯�

石
寺
橋
整
備
事
業
で
は
、
大

規
模
更
新
を
行
い
安
全
性
を

確
保
す
る
た
め
詳
細
設
計
を

行
い
、
東
出
橋
他
2
橋
で
橋

梁
補
強
工
事
、
迂
回
路
整
備

工
事
実
施
。

◯�

町
道
中
溝
学
校
線
改
良
事
業

で
は
、
府
道
木
津
信
楽
線
か

ら
釜
塚
地
区
へ
の
接
続
道
路

整
備
事
業
実
施
。

環
境
衛
生
課

◯�

再
利
用
可
能
な
古
新
聞
、
古

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
ア
ル
ミ

缶
等
の
回
収
を
実
施
す
る
団

体
等
に
対
し
1
㎏
当
た
り
7

円
の
補
助
金
交
付
。
17
団
体

で
1
0
9
ト
ン
。

各
委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

◯�

奈
良
交
通
の
利
用
者
数
と
原

山
バ
ス
停
か
ら
の
利
用
者
数

は
。

◯�

ワ
ー
ル
ド
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー

ム
ズ
の
住
民
の
周
知
が
弱
い
。

も
っ
と
周
知
す
る
必
要
が
あ

る
。

◯�

若
い
方
が
農
業
を
す
る
た
め

に
移
住
を
希
望
さ
れ
て
い
る

が
、
住
む
と
こ
ろ
が
な
い
。

町
営
住
宅
の
活
用
は
で
き
な

い
か
。
ま
た
更
地
の
需
要
も

あ
る
の
で
、
空
き
家
更
地
バ

ン
ク
と
い
う
形
に
し
て
は
ど

う
か
。
耕
作
放
棄
地
が
増
加

し
て
い
る
が
、
跡
継
ぎ
問
題

の
把
握
や
新
規
就
農
者
に
対

し
て
町
と
し
て
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
取
組
み
が
必
要

で
は
。

◯�
案
内
所
の
場
所
を
観
光
来
訪

者
が
集
ま
る
グ
リ
ン
テ
ィ
和

束
周
辺
に
集
約
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
か
。

◯�

鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
の
出
た
と

こ
ろ
が
暗
い
。
京
都
府
に
街

路
灯
の
設
置
要
請
を
。

◯�

石
寺
橋
の
取
り
付
け
部
の
段

差
が
ひ
ど
く
な
っ
て
い
る
。

安
全
の
た
め
に
も
段
差
の
調

査
と
対
策
を
検
討
し
て
ほ
し

い
。

山
城
病
院
組
合
議
会

　

日
時　

5
月
22
日
午
前
9
時
27
分
～

　

内
容

　

・�

議
長
に
木
津
川
市
の
西
山
幸
千
子
議
員
を
、
副
議
長

に
南
山
城
村
の
廣
尾
正
男
議
員
を
選
任
。

　

・�

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長
に
木
津
川
市
の
兎
本
尚
之

議
員
を
選
任
。

　

・�

監
査
委
員
に
木
津
川
市
の
谷
川
光
男
議
員
と
笠
置
町

の
由
本
好
史
議
員
を
選
任
。

　

・�

損
害
賠
償
の
決
定
に
つ
い
て
（
専
決
）
全
員
賛
成
で

承
認
。

　

・�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
使
用
料
等
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
（
専
決
）
全
員
賛
成
で
承
認
。

　

・�

山
城
病
院
組
合
病
院
事
業
会
計
補
正
予
算
第
1
号

は
、
全
員
賛
成
で
可
決
。

令
和
7
年
第
1
回
臨
時
会

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

　

日
時　

5
月
20
日
午
前
9
時
30
分
～

　

内
容

　

・�

議
長
に
南
山
城
村
の
奥
村
由
治
議
員
を
副
議
長
に

和
束
町
の
畑
武
志
議
員
を
選
任
。

　

・�

総
務
厚
生
常
任
委
員
長
に
笠
置
町
の
西
昭
夫
議
員

を
選
任
。

　

・�

文
教
常
任
委
員
長
に
南
山
城
村
の
鈴
木
か
ほ
る
議

員
を
選
任
。

　

・�

議
会
運
営
委
員
長
に
和
束
町
の
岡
田
勇
議
員
が
選

任
。

　

・�

監
査
委
員
に
笠
置
町
の
西
昭
夫
議
員
を
選
任
。

令
和
7
年
第
2
回
臨
時
会

和束町議会だより

一部事務組合議会報告

委員会報告

産
業
常
任
委
員
会

  髙山
  山本・宗
  村山・岡田
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どのような仕事をされていますか？

　お茶を４㌶、ブルーベリーを10㌃栽培している
農家です。
　お茶は、煎茶と碾茶を作っています。

茶農家になろうと思ったきっかけは何です
か？

　小学校の時、社会の授業で地場産業であるお茶
の授業がありました。
　その時に昔は機械ではなく手でお茶を揉んでい
た事を知りました。いつか自分の手でお茶を作っ
てみたいと思ったのが最初のきっかけです。
　大学卒業後、静岡の茶業研究所で手揉みの研修
を受けてから、お茶の奥深さ、面白さを知り更に
好きになりました。

茶農家をしていて、良い面、悪い面は何です
か？

　良い面は、美味しいお茶が出来た時に、お客
さんにもその味を認めてもらい、「美味しかった」
と言っていただけた瞬間に、大きなやりがいを感
じます。
　大変なのは、相手が自然であるということ。
　天候ひとつで結果が左右される仕事なので、自
分の力ではどうにもできない部分があるのが難し
いですね。
　和束町は、お茶に生かされ、お茶で生きる町。
だからこそ、同じ想いを持つ若手農家同士が支え
合い高め合える、そんな場所です。

� （取材：村山一彦）

　

今
年
は
、
か
な
り
早
い
梅
雨
明
け
と
な
り
、

猛
暑
の
続
く
長
い
夏
が
始
ま
り
ま
し
た
。
ま

た
、
今
年
は
台
風
第
1
号
の
発
生
が
平
年
に

比
べ
凄
く
遅
い
発
生
と
な
り
、
今
後
ど
の
様

な
台
風
が
日
本
に
接
近
し
て
く
る
の
か
、
ど

の
様
な
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
る
の
か
、
異
常
気

象
に
よ
る
心
配
の
種
は
尽
き
る
こ
と
が
無
い

時
代
に
な
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、
鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
て
早

5
ヶ
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

和
束
町
健
康
福
祉
交
流
セ
ン
タ
ー
（
c
h
a 

n
o
v
a
）
が
オ
ー
プ
ン
し
て
3
ヶ
月
が
過

ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
住
民
の
皆
様
の
生

活
環
境
に
変
化
が
出
て
き
た
頃
だ
と
思
い
ま

す
。
鷲
峰
山
ト
ン
ネ
ル
に
お
い
て
は
車
の
交

通
量
が
増
え
、
和
束
町
と
宇
治
田
原
町
の
行

き
来
が
盛
ん
に
な
っ
て
き
た
様
に
思
わ
れ
ま

す
。

　

私
達
、
町
会
議
員
は
今
後
も
行
政
と
一
体

に
な
り
、
住
民
の
方
が
安
心
、
安
全
に
生
活

が
出
来
る
よ
う
に
日
々
努
め
て
参
り
ま
す
。

�

（
宗
健
司　

記
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

井　

上　

武
津
男

副
委
員
長　
　

宗　
　
　

健　

司

委　
　

員　
　

村　

山　

一　

彦

委　
　

員　
　

吉　

田　

哲　

也

委　
　

員　
　

岡　

田　
　
　

勇

和束町議会だより

いいとこ
和束
私の推し ❺

「私の推し」は
山奥で秘境の場所

仕事が終わってほっとできる
「自分だけの風景」

　様々な方に、和束の「いいとこ」を語っていただ
くシリーズ「いいとこ和束　私の推し」。
　今回は、茶農家、和束茶手もみ技術保存会会長、
指導農業士の細井堅太さんです。

令
和
７
年
８
月
15日

発
行
／
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
議
会
／
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
TE
L.0774-78-3003　

FA
X
.0774-78-2799

第
3
回
定
例
会
は
、
9
月
初
旬
開
催
予
定
。


